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      平成２６年度
ふ

附
ぞ く

属
しよう

小
が つ

学
こ う

校のきまり 

 

 みんなが
あん

安
ぜん

全 に
き

気
も

持ちよく
がつ

学
こう

校
せい

生
かつ

活 を
おく

送 るために、
ふ

附
ぞく

属
しよう

小
がつ

学
こう

校 にはきまりがあります。
ひと

一
り

人
ひと

一
り

人がきまりのことをよく
かんが

考 えて、
こう

行
どう

動 できるようにしましょう。 

 

１ 
とう

登
げ

下
こう

校 について 

① 
とう

登
こう

校 は、
とく

特
べつ

別 な
ば

場
あい

合 を
のぞ

除 いて、７
じ

時４５
ふん

分 から８
じ

時２０
ふん

分 までです。 

 ② 
げ

下
こう

校 は、４
じ

時までにしましょう。（
うん

運
どう

動
じよう

場 で
あそ

遊 べるのは月曜日３
じ

時５０
ふん

分 までです。） 

   １・２
ねん

年
せい

生 は、
じゆ

授
ぎよう

業 が
お

終わったら、すぐに
げ

下
こう

校 します。 

③ 
とう

登
げ

下
こう

校
じ

時の
ふく

服
そう

装 は、
ひよう

標
じゆん

準
ふく

服 です。
たい

体
そう

操
ふく

服
すがた

姿 で
とう

登
げ

下
こう

校 してはいけません。また、  

 
ぼう

帽
し

子も
わす

忘 れずにかぶります。 

 ④ 
とうげこう

登下校の
かばん

鞄 は、
とくべつ

特 別な
ば

場
あい

合 を
のぞ

除 いて、ランドセルとします。 

⑤ 登
とう

下校
げ こ う

は、 車
くるま

で送
おく

ってもらったり迎
むか

えに来
き

てもらったりしません。 

 

２ 
がつ

学
こう

校 の
せい

生
かつ

活 で
き

気をつけること 

 ① 
とも

友
だち

達 や
せん

先
せい

生 、
ち

地
いき

域 の
かた

方
がた

々 に
たい

対 して、
じ

自
ぶん

分 からすすんであいさつをしましょう。また、 
がつ

学
こう

校 に
こ

来られたお
きやく

客
さま

様 に
たい

対 しても、
き

気
も

持ちよくあいさつしましょう。 

 ② 
じゆ

授
ぎよう

業
ちゆう

中 や、
しゆう

集
かい

会 で
な

名
まえ

前 を
よ

呼ばれたら、「はい」と、はっきりした
へん

返
じ

事をしましょう。 

 ③ 
じ

自
ぶん

分 の
せき

席 を
はな

離 れるときは、いすをしまいましょう。 

 

３ 
やす

休 み
じ

時
かん

間 について 

① 
は

晴れの
ひ

日は、できるだけ
そと

外 で
げん

元
き

気よく
あそ

遊 びましょう。 

 ② 
と

時
けい

計 を
み

見たり、チャイムをしっかり
き

聞いたりして、
じゆ

授
ぎよう

業 に
おく

遅 れないように、
きよう

教
しつ

室 に
もど

戻

ります。 

③ 
あめ

雨 の
ひ

日は、
きよう

教
しつ

室 や
と

図
しよ

書
しつ

室 で
しず

静 かに
す

過ごしましょう。 

  （
あめ

雨 の
ひ

日など、
うん

運
どう

動
じよう

場 が
つか

使 えない
ば

場
あい

合 に
かぎ

限 り、トランプは
も

持ってきてもよいです） 

 

４ ろうかやベランダの
とお

通 り
かた

方 について 

①  
た

他の
がつ

学
きゆう

級 の
めい

迷
わく

惑 にならないような、
とお

通 り
かた

方 を
かんが

考 えましょう。 

 ② ろうかやベランダは、
みぎ

右
がわ

側 を、
しず

静 かに
ある

歩 きます。走ってはいけません。 

 ③ 
じゆ

授
ぎよう

業
ちゆう

中 は、ベランダを
とお

通 らないようにしましょう。 

 

５ 
ふく

服
そう

装 について 

  ① 
こう

校
ない

内 では、
ひよう

標
じゆん

準
ふく

服 を
き

着ましょう。
さむ

寒 いときは、
ひよう

標
じゆん

準
ふく

服 の
した

下 に、セーターやベス

トを
き

着て、
こう

校
ない

内 で
す

過ごしてもかまいません。ただし、セーターやベストの
いろ

色 は、
しろ

白
いろ

色 また

は、こん
いろ

色 、
くろい

 黒
ろ

色にしましょう。 

      セーターの
かたち

形 は、
した

下 の
しろ

白 いシャツが
み

見えるようなものとし、タートルネックや、そでや

すそが、
ひよう

標
じゆん

準
ふく

服 からはみ
で

出てしまうようなものは、
き

着ないようにしましょう。 

      
こう

校
ない

内 で、
せい

生
かつ

活 をしていて、あつくなってきた
ば

場
あい

合 は、
なか

中 のセーターやベストを
ぬ

脱いで、
ひよう

標  

  
じゆん

準
ふく

服 を
き

着るようにしましょう。セータやベストの
すがた

姿 で、
す

過ごしてはいけません。 



   １０月から５月は
ふゆ

冬
ふく

服 、６月から９月は
なつ

夏
ふく

服 とします。ただし、５月と１０月は、その
ひ

日

の
き

気
こう

候 によってどちらの
ふく

服 を
き

着てきてもかまいません。 

 ② 
な

名
ふだ

札 は、
こう

校
ない

内 では
かなら

必 ず
ひだり

左 むねに見えるようにつけましょう。
こう

校
がい

外 では、はずしてもか

まいません。 

③  
ひよう

標
じゆん

準
ふく

服 の
した

下 に
き

着るシャツは、
しろ

白
いろ

色 のえりのついたシャツを
き

着ましょう。 

④ 下靴
したぐつ

やくつ
した

下 は、
しろ

白
いろ

色 のものをはきましょう。ワンポイントや
すこ

少 しのラインくらいなら、 
はい

入 っていてもいいこととします。ただし、靴下
くつした

は
しろ

白
いろ

色 でも、ルーズソックスのように、
あし

足 に

ぴったりつかないものは、はいてはいけません。
たい

体
いく

育 やそうじ、
さ

作
ぎよう

業 の
じ

時
かん

間 に、
なに

何 かに
ひ

引

っかかるなど、
き

危
けん

険 な
ば

場
あい

合 があるからです。タイツをはく場合
ば あ い

は、白色
しろいろ

の物
もの

をはきましょう。 

⑤ 活動
かつどう

の場面
ば め ん

に応
おう

じた帽子
ぼ う し

をかぶります。 

 

６ 
も

持ち
もの

物 について 

 ① 
じ

自
ぶん

分 の
も

持ち
もの

物 には、しっかり
な

名
まえ

前 を
か

書き、
たい

大
せつ

切 に
つか

使 いましょう。 

  ② 
がく

学
しゆう

習 に
かん

関
けい

係 のないものは、
も

持ってきてはいけません。 

  ③ 
うで

腕
ど

時
けい

計 は持
も

ってきてはいけません。ただし、
でん

電
しや

車 やバスで
つう

通
がく

学 する
かん

関
けい

係 で、どうして

も
ひつ

必
よう

要 な
ば

場
あい

合 は、
こう

高
か

価でないものを
も

持ってくるようにしましょう。
がつ

学
こう

校 にいる
あいだ

間 は、ラ

ンドセルに
い

入れておきましょう。 

④ シャープペンシルやカラーペンは、学
がく

習
しゆう

中
ちゆう

に使
つか

わないので持
も

ってきません。 

  ⑤ 
けい

携
たい

帯
でん

電
わ

話は
も

持ってきてはいけません。
か

家
てい

庭 の
じ

事
じよう

情 でどうしても
ひつ

必
よう

要 な
ば

場
あい

合 は、お
うち

家 の

方
かた

から
たん

担
にん

任 の
せん

先
せい

生 に
れん

連
らく

絡 をし、
きよ

許
か

可
ねが

願 いの
かみ

紙 を
だ

出した
ひと

人 で、使用
しよう

のルールを守
まも

れる人
ひと

だ

け持
も

ってきてもいいこととします。  
ゆる

許 しをもらって
も

持ってきても、
がつ

学
こう

校
ない

内 で
し

使
よう

用 したり、
とう

登
げ

下
こう

校
ちゆう

中 に
ある

歩 きながら
し

使
よう

用 したりしないようにします。また、メールやインターネットの
つか

使 い
かた

方 はよく
かんが

考 えるようにしましょう。 

  ⑥ 
きん

金
せん

銭 は
も

持ってきてはいけません。 

 

７ 
きよう

教
しつ

室 を
で

出るときに
き

気をつけること 

①  
とく

特
べつ

別
きよう

教
しつ

室 や
たい

体
いく

育
かん

館 に
い

移
どう

動 するときなど、
きよう

教
しつ

室 を
で

出るときは、
かなら

必 ず
けい

蛍
こう

光
とう

灯 を
け

消し 

ましょう。また、１
かい

階 の
きよう

教
しつ

室 は
まど

窓 を
し

閉め、
かぎ

鍵 をかけ、カーテンは開けておきましょう。 

  ② 
かえ

帰 りの
かい

会 が
お

終わったら、
せき

責
にん

任 を
も

持って
と

戸
じ

締まりをしましょう。 

 

８ くつ
ばこ

箱 やかさ
た

立ての
つか

使 い
かた

方 について 

 ① 
くつ

靴 はかかと踏
ふ

まずはき、しまう時にはそろえて
くつ

靴
ばこ

箱 に
い

入れましょう。 

 ② 
うわ

上
ぐつ

靴 のかかとに、
な

名
まえ

前 がはっきりわかるように
か

書きましょう。 

 ③ かさは、ひだをそろえて
ま

巻き、フックで
と

止めた
あと

後 、かさ
た

立てに
ただ

正 しくかけましょう。
も

持っ

てきたかさは、その
ひ

日のうちに
も

持ち
かえ

帰 りましょう。 

 

９ 
あそ

遊 んではいけない
ば

場
しよ

所 について 

① 
すなば

砂場でドッジボールなどをして、
ふ

踏み
かた

固 めないようにしましょう。 

②  
わた

渡 りろうかと
たい

体
いく

育
かん

館 の
あいだ

間 のスロープでは、
あそ

遊 ばないようにしましょう。 

③  コリドーを
しよう

使用する
ばあい

場合は
した

下
ぐつ

靴 に
は

履き
か

替え、
しばふ

芝生には
た

立ち
い

入らず、怪我
け が

のないよう、安全
あんぜん

に 

過
す

ごしましょう。 

④  
ちゆう

中
おう

央
か

花
だん

壇 や
ちゆう

駐
しや

車
じよう

場 、
こうないどうろ

校内道路は、
き

危
けん

険 なので
あそ

遊 びません。 

  


